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(4)38℃ 2週間カロ温処理の処理開始時期がニンニクの

萌芽・発根に及ぼす影響
2003年 に38℃ 2週 間加温処理の開始時期について検

討 した。未調製の球を用い、処理後は室内の暗黒条
件下で保管 した。処理開始時期の萌芽程度は02、 0

4、 07、 09の 4段階、供試球数は1区 100球 とした。

3試験結果及び考察

(1)強制乾燥後のニンニクの新芽の伸長過程と発根 し
易さの変化

2002年産は乾燥終了後35日 (8月 下旬)頃から、20
03年産は乾燥終了後25日 (8月 中旬)頃から芽が伸び
始めた (図 2)。 乾燥終了後45日 (9月 上旬)以降は、
両年 ともほぼ同じ経過をたどつた。
2003年 産について、乾燥終了直後から3～ 5日 毎に、

むき身 りん片を水浸けした結果、乾燥終了後20日 頃
から、発根 しやす くなつた (表 1)。 ただし、乾燥終
了後20日 ～35日 の間では、個体間差はあるものの急
激に発根することはなかつたが、35日 を過ぎると、
個体間差が少なくなり、 日を追 うごとに発根率が高
ま

またl芽の伸長、発根率の推移及び新芽の色の変
化か ら判断 して、便宜的に乾燥終了後の‐ンニクの
生育ステージを4段階に分けた。第1段 階は乾燥終了
から20日 後頃までで、芽の色は半透明、萌芽程度は0

2程度、水浸けテス トでの2～ 3日 後の発根 りん片率は
0～ 10%で あり、変化がほとんどみ られない。第2段
階は乾燥終了20日 ～35日 後頃で、芽の色は淡緑色、
萌芽程度は02～ 04、 水浸けテス トでの発根 りん片
率は、1日 後に0～ 10%、 2日 後に10-30%、 3日 後に3

0～40%程度となる。第 3段階は乾燥終了35日 ～50日

後頃で、芽の色は緑色、萌芽程度は04～ 06、 水浸
けテス トでの発根 りん片率は、1日 後に20～ 70%、 2

日後に40～ 80%、 3日 後に60～ 80%と なる。第4段階
は乾燥終了後50日 以降で、芽の色は緑色、萌芽程度
は06以上、水浸けテス トでの発根 りん片率は、 1日

後で100%と なる。

1 はじめに

2002年 4月 、ニンニクに登録があつた萌芽抑制剤が

堅履1畿算禁黒供表惣そ蕎梨言幕写濯表鵜じ羅釜子
ることが急務となつた。これまでに、低温貯蔵と乾
熱処理を組み合わせた方法によつて、周年出荷がほ
ぼ可能となつたが、10月 出荷については発根・萌芽
抑制効果が十分ではなかつた。一方、低温貯蔵によ
らず常温に置いたニンニクは9月 中旬以降は自然に発
根・萌芽してくる。

そこで、低温貯蔵を経ないで10月 に出荷するため、
農家の乾燥施設でできる簡易な方法として、乾燥温
度帯である38℃カロ温処理について検討 したところ、
処理期間、処理開始時期、発根・萌芽抑制効果等が
明らかになつたので報告する。

2試験方法

(1)供試材料は畑作園芸試験場産 `福地ホフイ ト'で
ある。2002年は7/3に 収穫、7/3～ 7/24に 乾燥 (33℃
～38℃)し、2003年は7/9に収穫、7/9～ 7/24に 乾燥
(33℃ ～37℃)した。重量比で70%以 下になるまで

乾燥し、乾燥後は乾燥庫で保管した。保管温度は、2

002年 が18℃ ～26℃、2003年 が170～ 23.4℃ であつた。
(2)強制乾燥後のニンニクの新芽の伸長過程と発根し
易さの変化

貯蔵期間中の発根と芽の伸長過程を経時的に調査
するため、 1回 当たり任意の10球から、3～ 5日 毎に
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までの長さ(a)と 新芽の長さ(b)を 計測してその比率
を萌芽程度とし、芽の色を観察した。 さらに、同一
球内の別の1り ん片について、丁寧に盤茎部を除去し
てむき身にし、水浸けテス トを実施 し発根率を調査
した。

(a)

図 1 萌芽程度の計測方法
(萌 芽程度=b/a)
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保護葉からの突出を確認 したものを発根・萌芽 とし
て数えた。
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図2 乾燥終了後の日数と萌芽程度
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